
 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

  

まだ雪景色も残っていた４月の始業式から、早いもので７３日間が過ぎ、本日１学期の終業式を迎えま

した。保護者の皆様、地域の皆様には、本校の教育活動に温かいご理解と多大なご協力をいただき、心よ

り感謝いたします。 

さて、１学期を振り返りますと、入学式から始まり、本日行っている（予定）学校キャンプまで、本当

にたくさんの行事等を経験し成長してきました。ただ、あらためて考えてみると、思い出される大きな行

事（活動）は、どれも誰かとともに頑張ってきた活動ばかりです。関係機関や公区・保護者の皆様と一緒

に行った取組（ごみ拾い・花壇整備・交通安全教室、１１０番の家、１年生を迎える会、避難訓練、運動

会、陶芸教室、食育指導、虫博士出前授業、学校キャンプ）、糠内小学校のお友達と一緒に行った取組（諸

鈍オンライン交流、集合学習、見学学習、修学旅行、交流授業、体力テスト）、そして何より明倫小学校

の仲間と一緒に行った取組（普段の学習、遠足、全校集会など）。明倫小学校は児童数の少ない小さな学

校ですが、その分たくさんの方に支えていただきながら児童は成長していきます。たくさん行事等がある

ので、子どもたちは忙しくて大変だったこともあると思いますが、一人一人が目標（めあて）をもち、そ

の達成に向けて一歩一歩努力してきました。毎日見ていると逆に成長を感じにくいかもしれませんが、７

３日間の頑張りと成長のあとを一緒に喜んでいただければと思います。 

明日からは、待ちに待った夏休みが始まります。夏休みは、学校の枠を離れ、家庭や地域で多様な経験

ができる貴重な時間です。普段はできない体験に挑戦したり、じっくりと読書やお手伝いに取り組んだり

してほしいと願っています。長い期間ではありますが、自分が立てた目標を達成し、楽しい思い出を作っ

て、まだ２学期に会えることを楽しみにしています。 

なお、夏休み期間中の学校閉庁日は、右のようになっ

ております。この期間は職員が不在となりますので、よ

ろしくお願いいたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【学校閉庁日】 
８月１２日（水）～１４日（金） 

明 倫
たくさん成長した１学期

７月１０日（金）の授業参観におきましては、お忙しい中ご来校いただきありがとうございました。
久しぶりに通常の授業をご覧いただきましたが、子どもたちの成長は感じていただけましたでしょう
か。複式の授業は、一人学びの時間が多くなる特徴がありますが、この一人学びの時間を効果的に使
い、自ら学ぶ力をつけることが大切になります。複式校ならではの利点を生かしながら、今後も授業
を進めていければと考えています。 
また、授業後の学級懇談・全体懇談・有児童会議と長い時間にわたりご参加いただき、いろいろな

お話をすることもできました。話し合った内容について、今後の学校経営に生かしていきたいと思い
ます。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 

生活目標～２学期のめあてを決めよう。 
         保健安全目標～夏を元気に過ごそう。 

安全に気を付けて夏の遊びを充分楽しもう。 

15 土  
16 日  
17 月 少年団 9:00 

1 土  18 火  
2 日  19 水 まくべつ教育の日 
3 月 少年団 9:00 夏休み学習会 10:00 20 木  
4 火  21 金  
5 水  22 土  
6 木  23 日  
7 金 少年団 9:00 24 月 ２学期始業式 
8 土  25 火 CIR 水泳授業 
9 日  26 水 ２計測 スワディ号※ 

10 月  27 木  
11 火 山の日 28 金 帯広美術館見学（チームラボ） 児童会 
12 水 学校閉庁日 29 土 糠内少年団交流 
13 木 学校閉庁日 30 日  
14 金 学校閉庁日 31 月 参観日（夏休み作品発表会） 

 

今年は、修学旅行の年で、明倫小学校は５年生２人、糠内 
小学校は５年生２人・６年生４人の計８名で札幌に行ってき 
ました。今年は子どもたちと相談してバスではなく JR を使っ 
ての旅行となり、青少年科学館、白い恋人パーク、札幌市防 
災センターを見学したり、自分たちで自主研修を行ったりし 
ました。札幌市内で迷子になりかけたり、人の多さにドキド 
キしたりしたようですが、どの子も「楽しかった～。」と笑 
顔で帰ってきました。素晴らしい経験ができた２日間でした。 

毎年図工の授業として実施している陶芸です
が、今年は母の部の活動の一環として親子で行
いました。また、講師として町内で活動してい
る陶芸家の「大石政代さん」をお招きして指導
していただき、「マグカップ」を 
作りました。ひも状にした粘土を 
積み上げていく方法で成形しまし 
たが、個性豊かな素敵な作品が出 
来上がりました。９月にしらかば 
大学で釉薬をつけて焼き、完成す 
る予定です。どんな作品になるか 
楽しみです。 
陶芸体験の後 

は、親子一緒に 
給食を食べ、楽 
しい時間を過ご 
しました。 

毎月定期的に来ているスワディ号ですが、学校行事等の関係で９月の来校がありません。その分、 

８月はいつもより多い冊数（２０冊）を借りることができます。少し間が空いてしまいますが、ご理解

と        ご協力をお願いいたします。 

更別在住で、各地でイベントを行っているネ
イチャーガイドの「斎藤彦馬さん（更別昆虫研
究所所長）」に来ていただき、全校で虫探しと虫
についてのお話をしていただきました。校庭で
の虫探しでは、ただ昆虫採集をするだけでなく、
細かい生態についてや名 
前の由来など、いろいろ 
なことを教えてください 
ました。また、校内での 
お話では、持参してくだ 
さったたくさんの珍しい 
虫を見せてくれながら、 
虫が担っている様々な役 
割についても教えてくれ 
ました。子どもたちは、 
初めて見る虫もたくさん 
いて、興味津々でした。 


